




学 位 論 文 の 内 容 の 要 旨 
 
（  齊藤 良  ）  印 
 
（学位論文のタイトル） 
 Can We Find Any Sustained Neurofunctional Alteration in Remitted Depressive  
  Patients with a History of Modified Electroconvulsive Therapy? 























したことのない群（non-ECT群：9名）に分け、3T MRIを用い、T1強調画像(1 x 1 x 1 mm3, no  
 gap)を撮像した。うつ病の診断は、DSM-IV-TR（American Psychiatric Association, 2000）を
用いて行った。寛解状態の評価はHamilton depression Rating Scaleを用い、本研究では10点未
満を寛解状態とした。 
 











（p > 0.05, unpaired t-test）。 
神経機能的変化の解析では、左右の大脳半球間のfunctional connectivityはECT群とnon-ECT
群の間で有意差はなかったが、左右の海馬間のfunctional connectivityはnon-ECT群に比べ、  







研究ではECT試行からMRI施行までの期間が短く（3ヶ月未満(Dukart et al., 2014), 1– 4週   
(Jorgensen et al., 2016)、9.0±14.6日(Ota et al., 2015)）、ECT施行からMRI撮像までの期
間が長いこと(本研究：0.86±1.59 years）が、本研究で有意差が出なかった理由である可能性










                                                 
